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都市計画道路網の見直しの流れ
都市計画道路網の見直しについて～検討すべき路線の絞り込み～

パブリックコメント資料



１．上位計画における交通施策の考え方　～公共交通を軸としたまちづくり～

箕面市総合都市交通戦略

　第五次箕面市総合計画で目指す「魅力に満ちたまち 箕面」を実現する
ため、新名神高速道路の開通や箕面市の公共交通整備のリーディングプロ
グラムとなる北大阪急行線の延伸整備などの交通環境の変化や少子高齢化
による交通弱者の増加などの社会状況の変化を踏まえて、都市交通で目指
す将来像や都市交通のあり方、
それを実現するための総合的
かつ戦略的な施策を明らかにする。

箕面市総合都市交通戦略　
「将来の交通体系（イメージ）」

　第五次箕面市総合計画をはじめ、道路・交通
にかかる上位計画において、箕面市の将来交通
施策のあり方についての考え方を整理しており、
そのいずれもが箕面市の目指すまちづくりの方
向性として「公共交通を軸としたまちづくり」
という考え方に収斂されている。

（平成24年）

・交通流の変化やバス路線網等に
　対応した道路ネットワークの形成

・バス定時運行のための都市計画
　道路の整備

・防災機能の確保に対応した道路
　ネットワークの形成

箕面市立地適正化計画

　人口密度を維持してコンパクトシティ化を促し、生活サービス機能を計画的に誘導するた
めの計画。北大阪急行延伸の効果を最大限に活かして市全域を活性化すると同時に、子ども
から高齢者まで健康的で豊かに暮らせるよう、鉄道駅等を
中心に都市機能誘導区域を設定し、都市機能を誘導する
とともに、各拠点間を公共交通で結ぶことにより、まち
づくりと公共交通を組み合わせて市の将来像をつくることを
めざしている。

（平成28年　※箕面市都市計画マスタープランの一部として策定）

・公共交通軸への
　アクセス確保

・市内東西移動の
　利便性向上

・新駅へのアクセス
　確保

箕面市立地適正化計画　
「都市機能誘導区域の名称」

第五次箕面市総合計画

　本市のまちづくりの将来像やめざすまち
の姿、それを実現するための基本方向など
を明らかにしたもので、本市のまちづくり、
地域経営の最上位計画として、各種部門別
計画を策定する際や市民がまちづくりに
参画していく際の方向性を示す指針として
の役割を果たす。

・鉄道・バス等の公共交通の充実

・歩行者・自転車にやさしい交通基盤の
　整備

（平成23年）

第五次箕面市総合計画
「都市イメージ図」

箕面市立地適正化計画　
「都市の骨格構造」
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　道路・交通にかかる上位計画の考え方を現在整備済み及び事業中の都市
計画道路等に重ね合わせ、「公共交通を軸としたまちづくり」に必要とな
る公共交通ネットワークの姿をイメージする。

上位計画から見た、あるべき公共交通ネットワークのイメージ

図－上位計画で示すネットワークイメージの重ね合わせ

第五次箕面市総合計画

箕面市総合都市交通戦略

箕面市立地適正化計画

図－あるべき公共交通ネットワークのイメージ

１．上位計画における交通施策の考え方　～公共交通を軸としたまちづくり～

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

居住誘導区域

都市機能誘導区域
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機能 内容

交通処理機能
・人や物資の円滑な移動を確保する機能
・沿道の土地利用のための出入り、自動車の駐停車、貨
　物の積み降ろし等の沿道サービスのための機能

交通安全機能
・歩行者や自転車の安全な通行を確保する機能
・公共交通へのアクセス性の向上により、公共交通利用
　への転換を促す機能

市街地形成機能
・都市的土地利用を誘導し、市街地を形成する機能
・公共交通や供給処理施設等の収容空間としての機能

防災機能
・災害発生時の避難、救助のための機能
・災害の拡大を遅延、防止するための機能

環境保全機能 ・日照、通風など快適な居住環境を確保する機能

都市計画道路の役割とネットワークのあるべき姿

道路が延焼遮断帯となり、
燃え広がりを防止

機能的な都市計画道路ネットワークのイメージ図都市計画道路が有する機能

救急搬送を支える道路網

道路の混雑緩和
移動距離や時間の短縮

鉄道駅へのアクセス性の向上
公共交通の利便性の向上

災害発生時の迂回路

電気、ガス、上下水道管など
ライフラインの収容

　都市的土地利用を誘導し、
市街地を形成

２．箕面市の都市計画道路ネットワークの検証

歩行者や自転車の安全な
通行を確保

　将来あるべき都市計画道路ネットワークを検討するに当たり、都市計画道路が果たすべき役割、機能を整理する。
　都市計画道路は、都市の骨格を形成する重要な都市施設で、長期的な視点をもって整備を進めるべきものとして、都市計画法に基づき定められた
道路である。都市計画道路が果たす役割は、人口や産業活動が集中する都市部において、様々な活動が安全・快適に行われるように、都市の骨格と
して、人や物資の円滑な移動を確保するほか、歩行者や自転車の安全な通行の確保、公共交通へのアクセス性の向上、災害発生時の避難・救助のた
めの経路となるなど多岐に渡っており、その機能を十分に発揮するためには単なる線でなく、ネットワークとして都市内において適切に配置される
必要がある。
　箕面市の目指すまちづくりの方向性である、「公共交通を軸としたまちづくり」を実現するための都市計画道路の持つ役割は以下のとおりである。
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都市計画道路の役割とネットワークのあるべき姿

都市計画道路が途切れていると、都市計画道路ネットワークとして十分な機能が発揮できない。
一定の幅員のある道路が縦横の格子状に整備されることが、都市計画道路ネットワークとして
望ましい。

緊急車両が迅速に
かけつけられない。

　都市計画道路の機能が十分に発揮される都市計画道路ネットワークの姿を考える。
　都市計画道路が途切れている場合、以下のような問題点が想定される。

渋滞によるバスの遅延等が発生し、
公共交通の利便性が低下

自動車が集中するポイントが生まれ、
渋滞が発生

２．箕面市の都市計画道路ネットワークの検証

幅員の狭い生活道路を自動車が
通過するため渋滞が発生

※都市計画道路ネットワークの構築にあたっては、地形や現状の土地利用等を考慮しつつ、適切に配置することが必要である。

※郊外住宅地においては、１ｋ㎡を標準とする近隣住区を囲むように都市計画道路を配置することが望ましい。
　（出典：「実務者のための都市計画運用マニュアルⅡ（都市施設・公園緑地編）」　社団法人　日本都市計画学会編）

歩行者や自転車が安全に通行できる
幅員がなく危険

都市的土地利用の誘導が進まない。

都市計画道路が途切れている 都市計画道路が途切れている

行き止まりとなっているため、迂回する必要が生じ、
移動距離や時間が長くなる。
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２．箕面市の都市計画道路ネットワークの検証

都市計画道路等の整備状況

都市計画道路等が途切れている箇所
がある。

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

市街化区域

市街化調整区域

　機能的な都市計画道路ネットワークを念頭に、箕面市の都市計画道路及び都市計画道路並の道路の整備状況を概観すると、途切れている箇所が
見受けられる。
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３．箕面市の将来あるべき都市計画道路ネットワークの想定（ポリシー設定）

　箕面市が目指す公共交通を軸としたまちづくりである、「あるべき公共交通ネットワークのイメージ（ｐ２）」を実現するため、その基盤と
なる都市計画道路のあるべき姿を検討する。都市計画道路の役割（ｐ３）や箕面市の現状（ｐ５）を踏まえ、東西方向、南北方向でそれぞれ補
強すべき都市計画道路ネットワークを整理する。

阪急箕面線で分断された西側のエリア
で南北に貫く軸が必要

既存の東西軸

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路

（２車線、両側歩道の道路）

新たな交通結節点を中心として
市域を東西に結ぶ軸が必要

既存の南北軸

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路

（２車線、両側歩道の道路）

《東西方向》 《南北方向》

北大阪急行線延伸に伴う、
新たな交通結節点の誕生

　北大阪急行線の延伸により、かやの中央に新たな交通結節点が誕生する。
この交通結節点を中心としたバス路線網の構築を図るため、市域を東西に
結ぶ東西軸を補強する必要がある。

　阪急箕面線で分断された西側のエリアで南北に貫く南北軸を補強する必
要がある。
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４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

エリア１

エリア２

エリア３
エリア４

エリア５

　「あるべき公共交通ネットワークのイメージ」を実現するため、
　都市計画道路として補強すべき東西軸、南北軸

　都市計画道路等が途切れている箇所

　都市計画道路等が途切れている箇所（ｐ５）と、「あるべき公共交通ネットワークのイメージ」を実現するため都市計画道路として補強すべ
き東西軸、南北軸（ｐ６）を重ね合わせ、下図に示す５つのエリアごとに、より詳細な検討を進める。

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路

（２車線、両側歩道の道路）
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混雑度 交通状況の推定

１．０未満 ・昼間１２時間を通じて、道路が混雑することなく円滑に走行できる。

１．０以上

１．２５未満

・昼間１２時間のうち、道路が混雑する可能性のある時間帯が１～２時間（ピーク時）ある。
・何時間も混雑が連続するという可能性は、非常に小さいと考えられる。

１．２５以上
～

１．７５未満

・ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態
・ピーク時のみの混雑から、日中の連続的混雑への過度状態と考えられる。

１．７５以上 ・慢性的混雑状態と考えられる。

《混雑度の一般的な解釈・交通状況の推定》

①１２時間交通量･･･箕面市がH21年度に実施した交通量調査の実測値で、午前７時～午後７時までの計１２
①１２時間交通量･･･時間に通った自動車類の台数

　※は推計値･･･H21年度の交通量調査で計測していない地点（市内６箇所）については、H22年度の国の道　　
　※は推計値･･･路交通センサスの結果を箕面市内の各路線に配分した数値を用いて、実測値のある地点との
　※は推計値･･･比率で推計値を算出している。

②混雑度･･･交通容量（道路が一定の時間内に通すことができる自動車の台数）に対する実際の交通量の割合

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

各エリアの分析に用いる交通量及び混雑度について

次ページ以降の各エリアの詳細図に記載する交通量及び混雑度の解説は以下のとおり。

《エリアの詳細図》

交通量

交通容量
＝ 混雑度

道路の種類 道路の区分
（４種は都市部の道路を指す。）

車線数 交通容量（台） 対応路線

一般国道
第４種第１級 ４ ３５，０００ 新御堂筋

第４種第１級 ４ ２１，０００ 国道１７１号

都道府県道
第４種第２級 ２ ６，３５０ 箕面池田線、豊中亀岡線、山麓線

第４種第３級 ２ ５，７００ 茨木能勢線

市町村道
第４種第２級 ２ ６，３５０ 中央線、萱野東西線、千里２号線　他

第４種第３級 ２ ５，７００ 牧落公園線、箕面今宮線　他

《昼間１２時間の交通容量》　　　　　　 出典：道路構造令　　　　　　

出典：道路の交通容量（社団法人　日本道路協会）　　　　　　

　　　　　

①
②

※11,438
　         

   （1.80）　
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エリア１

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

エリアの現状 現状の分析と課題

解決の方向性

《東西ネットワーク》
・国道１７１号、中央線、箕面池田線がいずれも整備
　済みであり、充足している。

《南北ネットワーク》
・南北ネットワークが不足している。
・公共交通拠点の一つである阪急桜井駅とのアクセス
　性を勘案する必要がある。

《混雑度》
・中央線や豊中亀岡線で混雑度の高い箇所がある。

・阪急箕面線の線路より西側で国道１７１号まで出るこ
　との出来る大きな道路が必要
・国道１７１号に出るには豊中亀岡線か牧落公園線を経
　由する必要があるが、これらの道路に出るため、東西
　方向の箕面池田線や中央線に自動車が集中し、渋滞し
　ている。特に朝夕の通勤、通学時が顕著
・南北方向の通過について、住宅地内の道路が狭く、見
　通しが悪い坂道を通るため、危険性が高い。
・桜井駅周辺の幅の狭い生活道路に自動車が流入してい
　る。南小学校の児童の安全のためにも、南北方向に両
　側歩道が整備されてるような広い道路が必要
・阪急箕面線より西側の避難路が中央線と国道１７１号
　しかなく不足

まとめ
・阪急箕面線より西側で南北に通る大きな道路がなく、中央線から豊中亀岡線を通過し国道１７１
　号や中央環状線、新御堂筋へ向かうため、中央線の混雑度が1.42～1.87、豊中亀岡線の混雑度
　が1.66～1.80と非常に高い。
・桜井駅の１日あたりの乗車人数は約１万人であるが、駅周辺道路の幅員が4.0～8.3ｍと狭く、
　歩道も整備されていないため、アクセスしづらく危険である。

中央線の混雑緩和のため、桜井駅
へのアクセス性の向上も視野に入
れ、南北方向の路線を検討する。

生活の視点

箕面池田線

中央線

瀬
川
新
稲
線

桜井
石橋

線

国
道
１
７
１
号

《広域図》

豊
中
亀
岡
線

検討すべき路線

都市計画道路
（整備済み、事業中路線含む）

鉄道路線

主要施設

12時間交通量（台）　※は推計値
（　　）は混雑度　　

ネットワークの視点
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エリア２

エリアの現状 現状の分析と課題

解決の方向性

《東西ネットワーク》
・山麓線と中央線、国道１７１号の間に東西方向の道
　路が無く、現状代替を果たしている箕面今宮線は幅
　員等の面で安全性に課題があるため、新たな東西方
　向の路線を検討する必要がある。

《南北ネットワーク》
・豊中亀岡線、新御堂筋が南北ネットワークの役割を
　果たしている。

《混雑度》
・豊中亀岡線、中央線で混雑度の高い箇所がある。

・かやの中央からメイプルホール等にアクセスできる道
　路が必要
・箕面今宮線は片側歩道で幅員の狭い道路であるが、多
　くの車が通過するため、渋滞するうえに危険性が高い。
・かやの中央の新駅へアクセスしやすい道路が必要
・池田方面からかやの中央に向かう自動車が豊中亀岡線
　を経由し、箕面今宮線を通ることが箕面駅周辺の渋滞
　に拍車をかけている。
・箕面池田線が行き止まりになっている交差点付近で渋
　滞が発生
・萱野東西線西行きが坊島で行き止まりになっている。
　広い道路に出られるよう整備が必要

豊中亀岡線、中央線の混雑緩和と
箕面今宮線の安全性の向上のため、
都市計画道路を繋ぐルートや駅を
繋ぐルートなどで東西方向の路線
を検討する。

豊
中
亀
岡
線

箕面今宮線

芝
如
意
谷
線

山麓線

中央線

国道
１７

１号

箕面
池田線

萱野東西線

新
御
堂
筋

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

都市計画道路
（整備済み、事業中路線含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

バス路線等主要な道路

鉄道路線

主要施設

12時間交通量（台）　※は推計値
（　　）は混雑度　　

まとめ

・箕面池田線東行きが箕面５丁目交差点で行き止まりになっており、豊中亀岡線、中央線を通過し
　て国道１７１号や新御堂筋へ向かうため、豊中亀岡線の混雑度が1.66～1.80、中央線の混雑度
　が1.84と非常に高い。
・箕面今宮線はバス路線であり、箕面駅とかやの中央を結ぶルートであるが、幅員が5.5ｍ～
　10.4mと狭く、歩道の整備率も約30％と低いため、歩行者や自転車にとって危険である。

生活の視点ネットワークの視点

検討すべき路線
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箕面駅

牧落駅

箕面駅

牧落駅

《広域図》
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エリア３

エリアの現状 現状の分析と課題

解決の方向性

《東西ネットワーク》
・山麓線と国道１７１号の間に東西方向の都市計画道
　路が無く、かやの中央と市東部（粟生間谷、彩都方
　面）を繋ぐ路線の強化が必要である。

《南北ネットワーク》
・千里２号線が南北ネットワークの役割を果たしてい
　る。

《混雑度》
・山麓線で混雑度の高い箇所がある。

・粟生間谷や彩都からかやの中央、国道171号にダイレ　
　クトにアクセスできる道路が必要
・山麓線や国道171号が渋滞しており、かやの中央に新
　駅ができても、粟生間谷、粟生外院方面からアクセス
　が困難
・彩都からの道路（国文都市4号線）の整備が完了する
　と山麓線がさらに渋滞する可能性がある。
・新家奥線（帝釈寺前区間）の車道が狭く、歩道もない
　ため危険

山麓線と国道１７１号の混雑緩和
のため、かやの中央と粟生間谷、
彩都方面を繋ぐ路線を検討する。

国
文
都
市
４
号
線

新
家
奥
線

山麓
線

国道１７１号

千
里
２
号
線

萱野
東西
線

新
御
堂
筋

《広域図》

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

外院豊
川

団地線

茨木能勢線

都市計画道路
（整備済み、事業中路線含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

バス路線等主要な道路

主要施設

12時間交通量（台）　※は推計値
（　　）は混雑度　　

まとめ
・市東部で住宅が集積する粟生間谷、彩都方面からかやの中央や新御堂筋に向かう自動車が山麓
　線を通過するため、山麓線の新家奥線より西側の混雑度が1.85と非常に高い。
・国道１７１号の混雑度が1.26と高い。

生活の視点ネットワークの視点

新
家
奥
線

検討すべき路線
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エリア４

エリアの現状 現状の分析と課題

解決の方向性

《東西ネットワーク》
・小野原中村線と茨木箕面丘陵線の間に東西方向の都
　市計画道路が無く、現状代替を果たしている茨木能
　勢線は幅員等の面で安全性に課題があるため、新た
　な東西方向の路線を検討する必要がある。

《南北ネットワーク》
・小野原中村線と茨木箕面丘陵線が南北ネットワーク
　の役割を果たしている。

《混雑度》
・茨木能勢線で混雑度の高い箇所がある。

山麓線

茨木能勢線

小
野
原
中
村
線

茨
木
箕
面
丘
陵
線

《広域図》

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

・山麓線が粟生間谷で行き止まりになっているため、粟
　生間谷、粟生外院方面から彩都やモノレール駅へのア
　クセスが困難
・山麓線が粟生間谷で行き止まりになっており、交差点
　が連続するため、渋滞に拍車をかけている。
・茨木能勢線の車道の幅が狭く、歩道のない箇所も多い
　ため、危険性が高い。

外院豊川
団地線

都市計画道路
（整備済み、事業中路線含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

バス路線等主要な道路

モノレール

主要施設

12時間交通量（台）　
（　　）は混雑度　　

豊
川
住
宅

本
通
り
線

まとめ

・山麓線の東行きが粟生間谷で行き止まりになっており、茨木市方面へ向かう自動車が小野原中村
　線を経由して茨木能勢線を通るため、茨木能勢線の混雑度が1.40と高い。
・茨木能勢線の幅員が7.5ｍ～9.1mと狭く、歩道の整備率も約40％と低いため、歩行者や自転車
　にとって危険である。
・外院豊川団地線の混雑度が0.34と低い。また、接続する豊川住宅本通り線の混雑度が0.60、小
　野原中村線の混雑度が0.31～0.58といずれも低く、エリア南部の交通需要は小さい。

生活の視点ネットワークの視点

茨木能勢線の混雑緩和のため、山
麓線と茨木箕面丘陵線を繋ぐ路線
を検討する。

検討すべき路線
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彩都西駅

彩都西駅
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エリア５

エリアの現状 現状の分析と課題

《広域図》

小野
原豊

中線

豊
中
亀
岡
線

船場
中央

線

中央線

国
道
１
７
１
号

新
御
堂
筋

箕面市立
第五中学校

府立箕面高校

豊中市立
第十四中学校

府立豊中
支援学校

箕面市立
第五中学校

府立箕面高校

豊中市立
第十四中学校

府立豊中
支援学校

４．都市計画道路を検討すべき箇所の詳細と解決の方向性

《東西ネットワーク》
・国道１７１号、小野原豊中線が東西ネットワークの
　役割を果たしている。

《南北ネットワーク》
・中央線、豊中亀岡線が南北ネットワークの役割を果
　たしている。

《混雑度》
・中央線で混雑度の高い箇所がある。

・新御堂筋から箕面方面へ向かう場合、国道１７１号よ
　り北側に西行きの大きな道路がないため、国道１７１
　号の手前で曲がって中央線を通るしかない。
・中央線の北行きが渋滞している。
・学校周辺は歩道が整備されているが、一部住宅地内に
　は狭い道路があり、安全対策が必要

船場
稲線

都市計画道路
（整備済み、事業中路線含む）

都市計画道路並の道路
（２車線、両側歩道の道路）

鉄道路線

主要施設

12時間交通量（台）　※は推計値
（　　）は混雑度　　

生活の視点ネットワークの視点

豊中市立
北緑丘小学校 豊中市立

北緑丘小学校

中
央
線

解決の方向性
東西方向の混雑度が低く、東西方向の
都市計画道路を整備する必要性は低い
ため、当該エリアは都市計画道路を検
討すべきエリアの対象外とする。
なお、混雑度の高い中央線については、
国道１７１号以北で新御堂筋から西行
きの路線が整備されることで、中央線
を通過する交通量の減少による混雑度
の緩和が期待できる。

まとめ
・東西方向について、船場稲線、船場中央線の西行きが行き止まりとなっているが、船場稲線の混
　雑度が0.53、船場中央線の混雑度が0.83といずれも低い。また小野原豊中線の中央線より西側
　の混雑度も0.37と低い。
・新御堂筋から中央線を通過して北に向かう自動車が多いため、一部で混雑度が1.41と高い。
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具体的なルート案の設定
　　・検討すべき路線ごとに具体的な
　　　ルート案を複数設定する。

各ルート案の評価
　　　　・評価指標を用いて
　　　　　各ルート案を評価する。

ルート案の絞り込み
　　　 ・検討すべき路線ごとに
　　　　 ルート案を絞り込む。

都市計画道路網（案）の策定

　第五次箕面市総合計画をはじめとする、上位計画から導かれる「公共交通を軸としたまちづくり」を実現するにあたり、その基盤となる都市
計画道路のあるべき姿を検討した結果、以下に示す４つの路線を検討すべきであるという結果となった。
　今後、各路線ごとに具体的なルート案を設定し、将来交通量による交通量配分等を実施して、「都市計画道路網（案）」を策定する。

５．今後の進め方

検討結果

検討すべき路線

都市計画道路
（整備済み、事業中路線を含む）

都市計画道路並の道路

（２車線、両側歩道の道路）

《今後の進め方》
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都市計画道路網（案）の検討
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推計値の算出方法について

平成22年度全国道路・街路交通
情勢調査（道路交通センサス）

【OD表の作成】

【OD調査の実施】 【道路構造令に基づき条件を設定】

国

道路交通
センサス

自動車起終点
調査(OD調査)

一　　　　般
交通量調査

オーナーインタビューOD調査
・車の所有者や使用者に対して、車の
　１日の動きを訪問留置方式で調査

高速OD調査
・高速道路を利用した１トリップの移動を
　調査（NEXCOによる調査）

《H21年度交通量調査》

計測していない地点（A）

《H22年度現況再現
《交通量配分図》

※実測値のある地点との比率で推計値を算出する。

　《交通容量条件》

H21年度の交通量調査で計測していない地点（市内６
箇所）については、H22年度の国の道路交通センサス
の結果を箕面市内の各路線に配分した数値を用いて、
実測値のある地点との比率で推計値を算出している。

① ①'

《ゾーニング図》

《OD表》

推計値の説明

OD表を実際の道路網に合わせて配分

平成22年度現況再現
交通量配分図の完成

《速度条件》

推計値の算出市

　（100台/24h） 　（ｋｍ/ｈ） 　（台/12h） 　（100台/24h）

市

結果
相関係数が0.93であり、整合性が確認できた。

②
②'

③'

２６，９５０

③

   地点Aの推計値 
    
　={(10,512/10,200)＋(11,882/9,700)＋

　={(26,950/31,200)}/3 × 11,000

　≒ 11,438

①

③

②①' ②'

③'

起点 終点　  種別ごとの交通量   合計　
(乗用) (バス)             (貨物)　(小型貨物)　

平成22年度現況再現交通量配分図の作成

平成22年度現況再現交通量配分図と平成21年度交通量
調査の実測値を対比し、整合性を検証した。
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